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。
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あ
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と
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雄
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宗

な
こ
と
ば
が
あ
る
。
堀
自
身
が
言
-
よ
う
に
へ
　
こ
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両
文
学
の
拙
炊
点
は
芥
川
寵
之
介
の
死
に
あ
る
と
言
え

よ
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芥
川
の
死
が
珂
文
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に
与
え
た
影
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述
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川
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に
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す
る
必
要

蝣

」

ォ

0

-

芥
川
文
学
は
前
期
後
和
の
二
期
に
分
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あ
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あ
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。
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史
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①
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介
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史
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自
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義
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と
す
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芥
川
文
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っ
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で
あ
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。
こ
れ
は
芥
川
文
学

の
私
小
、
-
-
-
.
'
'
り
-
T
j
-
∴
て
^
,
c
.
'
-
;
y
j
¥
-
用
P
.
た

精
を
放
棄
し
た
の
か
。
芥
川
文
学
の
前
に
は
'
め
ざ

す
と
こ
∴
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あ
り
、
志
賀
の
文
学
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
二
者
の
文

学
と
比
綾
す
る
時
'
芥
川
文
学
は
脆
弱
さ
を
露
呈
す

る
.
芥
川
は
自
己
の
文
学
に
弱
さ
'
い
わ
ば
こ
し
ら

え
物
の
意
識
を
持
っ
て
い
た
o
「
軍
数
人
の
死
」
を

評
し
た
志
賀
に
対
し
て
'
芥
川
が
「
芸
術
と
い
ふ
も

の
が
末
続
に
分
っ
て
ゐ
な
い
ん
で
す
。
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と
は
'
こ
れ
を
う
ら
づ
け
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:
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川
の
自
己
の
文
学
へ
の

懐
疑
は
'
結
鼠
と
し
て
そ
の
文
学
の
特
色
で
あ
っ
た

虚
稿
を
放
粟
さ
す
の
で
あ
る
o
文
学
の
虚
構
性
が
概

念
と
し
て
花
立
し
て
い
る
欧
米
で
は
'
作
家
は
た
と

:
r
J
r
∵
}
7
~
さ
J
J
5
U
-
1
-
v
r
:
持
r
て

も
'
文
学
の
虚
構
性
を
疑
う
こ
と
は
な
い
。
彼
ら
に

は
自
己
の
虚
構
を
よ
り
完
全
な
も
の
に
す
る
と
い
-

持
ド
.
'
-
-
f
-
:
+
-
1
る
べ
^
f
-
V
?
ナ
O
i
'
P
:
T
蝣
Y
j
一
に
し

た
芥
川
は
へ
そ
の
悦
雛
の
日
を
虚
構
性
そ
の
も
の

に
n
汁
八
㌧
工
は
自
己
の
作
ご
I
-
-
'
-
2
'
蝣
_
-
-
*
*
蝣
'

の
も
の
に
託
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
自
己
の
虚
構
の

不
十
分
さ
の
宕
単
か
ら
文
学
の
虚
構
性
の
懐
疑
へ
の

T
ご
1
に
'
¥
'

:
'
-
W
^
本
て
¥
,
-
^
.
.
,
-
-
.
-
お
け
る

上
・
r
り
r
'
-
;
i
-
W
:
-
∵
r
;
r
∴
八
円
小
二
/
-
'
蝣
完
一

は
自
然
主
義
に
始
ま
り
へ
私
小
説
の
出
現
と
と
も
に

;
.
豆
。
・
,
'
;
3
め
.
.
)
、
て
∵
.
'
.
-
T
,
汁
∴
子
.
i
.
T
K
-
'
i
.
V
.
'
-
'
C
コ
す
,
C
・

日
本
独
特
の
私
小
説
的
伝
統
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ゆ
え
に
芥
川
は
欧
米
作
家
が
持
つ
指
標
を
持
ち

r
Z
X
;
'
<
っ
-
.
'
・
'
C
,
1
∴
.
)
も
一
(
.
・
"

こ
の
前
期
文
学
に
お
け
る
出
精
の
放
棄
と
平
行
し

て
、
工
午
.
r
;
,
y
.
,
'
-
L
J
i
.
-
ふ
。
告
期
<
:
蝣
<
<
.
>
z
は
蝣
-
v

c
x
-
-
言
=
二
∵
∴
:
i
:
/
i
d
・
-
'
-
!
.
!
.
"
-
-
t
o
H

る
と
す
る
蔓
措
芸
術
活
動
で
⑪
あ
る
。
こ
の
芸
術

餅
か
ら
前
'
.
'
.
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-
-
.
J
'

-
'
小
に
y
.
け
7
-
-
蝣
J
-
-
‥
L
L
だ

の
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ふ
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r
J
だ
-
f
(
'
・
'
i
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刊
?
で
Z
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'
'
'
蝣
f
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.
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刊
=
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ア
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、
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い
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i
'
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ハ
り
L
[
‥
'
)
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"
-
芋
'
~
J
.
、
・
.
(

・
'
i
'
.
J
I
、

そ
し
て
前
期
文
学
で
最
も
話
ら
し
い
話
の
あ
る
小
説

を
容
い
た
彼
が
,
話
ら
し
い
話
の
な
い
小
説
㊥
を
主

張
す
る
暗
に
へ
こ
こ
に
は
皮
肉
以
上
の
も
の
が
あ

ら
"
(
蝣
蝣
ま
-
蝣
'
.
'
,
・
'
u
r
:
・
'
;
工
山
上
V
-

1
J
小
蝣
r
^
i
i

ご
り

そ
れ
ら
を
自
己
否
定
す
る
の
で
あ
る
o
こ
の
後
期
文

学
の
前
期
文
学
に
対
す
る
自
己
否
定
は
、
彼
の
人
生

の
否
定
に
も
つ
な
が
る
。
r
戯
作
三
臨
」
「
軍
数
人
の

死
」
の
中
か
ら
推
授
で
き
る
よ
-
に
'
芸
術
至
上
主

責
的
人
災
班
の
上
に
立
つ
彼
の
人
生
は
'
「
芸
術
に

軍
仕
」
㊥
さ
れ
た
。
そ
し
て
芥
川
の
場
合
軍
仕
は
般

汁
一
C
<
3
C
-
-
"
'
O
'
;
'
-
'
蝣
サ
蝣
S
っ
∵
;
r
'
-
:
K
t
の

た
め
に
犠
牲
に
さ
れ
た
人
生
は
'
そ
の
机
桂
を
芸
術

に
よ
り
補
償
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
彼
の
文

学
は
臼
C
n
S
さ
れ
」
手
P
C
-
-
.
'
蝣
>
蝣
:
<
f
人
に
-
-
J
さ

れ
た
人
生
は
補
償
の
な
い
残
任
で
あ
っ
た
O
さ
ら
に

.
仮
は
人
隼
蝣
'
蝣
'
J
ろ
こ
と
に
お
い
て
心
;
-
・
/

+
-
*
に
i
-
'
北

し
た
O
「
志
賀
低
裁
氏
の
作
品
は
何
よ
り
も
先
に
こ

の
人
生
を
立
派
に
生
き
て
ゐ
る
作
家
の
作
晶
で
あ
る

」
㊥
。
自
己
の
芸
術
が
否
定
さ
れ
,
結
果
必
然
的
に

自
己
の
人
生
が
否
定
さ
れ
た
芥
川
に
残
さ
れ
た
鴇
の

は
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-
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t
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蝣
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蝣
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に
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も
強
く
魂
を
ゆ
す
ぶ
ら
れ
'
こ
れ
を
い
か
に
自
己
の

文
学
に
生
か
し
た
か
で
あ
る
O
堀
は
芥
川
の
死
に
最

大
の
∵
　
　
ふ
け
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己
　
　
さ

を
世
間
に
t
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な
が
ら
、
そ
う
す
る
こ
と
で
か
え
っ

て
そ
の
気
弱
さ
に
た
え
ら
れ
な
く
な
る
性
椿
で
あ
っ

た
故
に
,
芥
川
の
悲
劇
が
あ
っ
た
と
す
る
⑮
。
こ
-

し
た
気
弱
さ
の
点
で
芥
川
と
性
相
的
類
似
を
自
覚
し

た
堀
に
と
っ
て
'
芥
川
の
死
は
自
己
の
危
概
で
あ
っ
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。
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・
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に
持
ち
出
そ
う
」
㊥
と
い
-
,
芥
川
の
竃
を
表
面

と
し
た
指
の
人
生
態
度
が
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
o

そ
し
て
こ
の
人
生
態
度
は
掘
文
学
の
方
法
と
琵
接
な

関
係
を
持
つ
。
つ
ま
り
猫
は
文
学
の
核
と
し
て
、
人

生
に
お
い
て
自
己
が
位
も
悩
め
る
問
m
t
　
い
わ
ば
苦

悩
す
る
自
己
の
魂
を
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
こ

C
こ
し
J
?
4
C
:
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:
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-
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＼
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昔
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明
瞭
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寄
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J
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二
失
　
し
た
間
　
が
托

・
生
・
愛
で
あ
っ
た
O
芥
川
の
死
へ
自
分
の
肋
隈
炎

に
よ
る
出
死
の
体
験
さ
ら
に
は
結
核
に
よ
る
生
源
の

死
の
不
安
と
の
闘
い
へ
　
こ
の
死
へ
の
不
安
と
表
買
し

て
打
社
す
,
r
t
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'
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と
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は
榊
の
魂
を
捕
え
て
粗
さ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

死
生
愛
の
主
題
が
村~
文
学
の
世
界
を
一
貫
し
て
流
れ

て
い
る
原
因
も
'
前
述
し
た
堀
の
文
学
方
法
と
考
え

は
百
汀
で
^
a
{
.
-
-
f
-
蝣
・
・
:
-
P
V
小

の
人
鷺
山
既
の
記
鎚
で
あ
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と
同
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に
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0
;
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-
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桐
は
こ
れ
ら
の
主
題
を
彼
が
住
ん
だ
信
州
の
田
舎

を
舞
台
と
し
て
、
彼
の
文
学
の
世
界
を
形
成
し
た
.

こ
れ
は
ま
従
来
の
私
小
説
の
方
法
と
異
な
ら
な
い
。
だ

が
堀
文
学
は
い
わ
ゆ
る
私
小
説
を
感
じ
さ
せ
な
い
。

こ
こ
に
い
ま
一
つ
堀
が
芥
川
か
ら
受
け
つ
い
だ
も
の

が
あ
る
o
増
は
挽
年
の
芥
川
の
告
白
的
作
品
が
小
説

形
式
を
R
J
失
し
て
い
る
の
を
看
過
し
な
か
っ
た
。
文

学
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核
に
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を
位
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E
.
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だ
け
の
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芥
川
の
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に
見
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た
o
桐
は
自
己
の
猿

も
求
心
的
開
祖
を
核
と
し
な
が
ら
'
芥
川
文
学
の
特

色
で
あ
る
小
説
の
構
想
性
を
こ
れ
に
付
加
し
た
の
で

あ
る
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れ
る
知
的
構
想
性
こ
そ
へ
一
見
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説
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に
み
え
る
堀
文
学
と
私
小
説
と
の
問
に
一
眼
を
画
す

る
も
の
で
あ
る
。
堀
は
芥
川
文
学
の
虚
構
を
復
活
し

た
と
言
え
よ
う
。
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文
学
の
芥
川
文
学
継
承
は
、
「
自
分
の
先
生
の

仕
事
を
枠
蝕
し
な
い
で
も
そ
の
仕
事
の
終
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
出
発
す
る
も
の
の
み
が
真
の
弟
子
で
あ
る
だ

ら
う
。
芥
川
瀧
之
介
は
僕
の
最
も
い
い
先
生
だ
っ
た
。

」
㊥
と
い
う
猫
の
こ
と
ば
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
,

芥
川
文
学
の
璽
仇
的
作
品
を
残
す
こ
と
で
は
な
か
っ

た
。
芥
川
が
小
説
の
形
式
を
重
視
し
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作
品
完
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を
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に
対
し
'
桐
は
芥
川
の
終
点
で

あ
る
魂
の
表
出
を
作
品
創
造
の
中
核
と
し
て
'
芥
川

文
学
の
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に
迫
っ
て
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っ
た
の
で
あ
る
。
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の
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で
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り
へ
　
こ
の
人
生
態
藍
と
石
暇
的
な
関
逆
を
も

っ
て
生
ま
れ
て
き
た
珂
文
学
の
方
法
は
'
芥
川
文
学

の
方
法
の
遡
行
で
あ
っ
た
.
そ
し
て
こ
の
堀
の
人
生

態
度
と
文
学
方
法
の
母
胎
と
L
v
'
芥
川
の
死
が
あ

っ
た
。
言
う
な
れ
ば
、
掘
文
学
は
芥
川
の
死
の
洗
礼

を
受
け
て
誕
蚊
し
た
文
学
で
あ
っ
た
。
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の
日
の
要
約
紹
介
を
し
て
い
き
た
い
。
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す
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と
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